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年『三島硫黄島学園』開校 

校長  濱 畑 昭 成  
依然としてコロナウィルスの影響を受けている現状ですが、教育委員会の方で

県外の留学生を２週間の間留め置き学習の対応等していただいている現状である。

この対応により２２日以降の学校運営が、全員揃って通常通りできる予定であり

そのような教育委員会の対応に感謝したい。 

今回の教職員の異動により，３名の先生方

を迎えた。港で歓迎セレモニーのあと荷入れ

作業、この時期天候が目まぐるしく変わるの

で，晴天の中での作業に感謝することであっ

た。島民の皆様方にも協力をいただきスムー

ズに終了できた。有り難いことである。 

校舎の入口には『三島硫黄島学園』と真新

しい立看板を設置した。これから１年から９

年生という呼び方で学年を示すことになる。

しおかぜハウスも新設され多くのしおかぜ

留学生を迎え新たな歴史を刻むことになる。

新１年生を今回迎え、三島硫黄島学園として初めての入学式を行う。本来ならば

４月６日に行えるはずであったが、感染症の影響でできるかどうか心配された。

簡略化した形であるが４月２４日児童生徒全員が揃って行いたいと考えている。

１年生にとっては、一生に一回の入学式なのでお祝いしたい。 

学校教育目標「個が輝き ふるさとを愛する 心豊かな児童生徒を育成する」

昨年度に引き続き、個性を輝かせ、みしまを愛し，島立ちできる児童生徒の育成

に努めたいと考えている。Interest・Open・Unit のキーコンセプトの元、楽しく

広がりのある義務教育学校の特徴を活かした教育を行っていきたい。目指す子ど

もの姿として「かしこく」「あかるく」「たくましく」の校訓の元，少人数指導や，

個に合わせた指導の実践，ICT 機器の活用，伝統あるジャンベ活動により自尊感

情を高め，ジオパークを活かしたジオ科の学習では『地元を誇りにできる生徒』

を育てていきたいと思う。 
 

今年度の児童生徒数（４月１５日現在） 

学年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 ７年 ８年 ９年 計 

男子  １  １ ３(１) ２  １  ９ 

女子 １ １ １ ３(２) １ ２(１) ２ ３(２) １(１) １４ 

計 １ ２ １ ４ ４ ４ ２ ４ １ ２３ 

しおかぜ留学生の紹介は来月号に掲載します。 

＜三島硫黄島しおかぜハウスより＞ 

この４月からしおかぜ留学生のお世話をさせていただく

ことになりました。 

今年度は八名の留学生がしおかぜハウスで生活すること

になっていますが，新型コロナウイルスの影響等で全員が

一緒に寮生活をスタートすることができていません。 

私たちの家族には，メスヤギのクララとキララの二頭も

おり，寮生の子どもたちと一緒に硫黄島学園まで登校指導をしています。 

これから，しおかぜハウスの寮監，寮母として寮生と一日一日を大事に過ごしていき

たいと思います。よろしくお願いいたします。（島子 修・久子） 
＜別れと出会い＞～島の方々への感謝でいっぱい～ 

  
丹羽先生，牛島先生，徳田幸子さんの船出を見送りでは，涙がこぼれてきました。

「島の皆さんに支えられて，毎日が楽しいでした。新しい所でも頑張ります」と出

発しました。最後の汽笛はいつもより長く感じました。ありがとうございました。 

新しい先生方やしおかぜ留学生の出迎えもありがとうございました。 
 

＜新任の先生方より＞～新しい風を吹かせてくれます。～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

＜ＰＴＡ総会＞ 
４月１４日に行われた PTA 総会では，決算報

告など承認を受けました。 

会長：福迫和久さん 副会長：白石良徳さん 

今年もよろしくお願いします。 
 

ＨＰには，他の写真も掲載してあります。http://www.mishimamura-sch.jp/mishimakko/ 

「新型コロナウィルス」厳重注意です！！ 

手洗い・うがい・マスクで咳エチケット。みんなで予防しましょう。 
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